
みんなの気持ちをつなぐ

振り返り

運動会の種目の一つ、年長児で取り組んでいるリレーの「バトンをつなごう」。「頑張れ！」と楽しく応援しながらかえで組さんと
取り組んできました。走る順番も子ども達で決めた活動で、自分の順番を覚え、バトンをつないできました。なかなか勝利出来ず、
「また頑張るぞ！」と言いながら日々過ぎていきました。気持ちの切り替えは出来ているのですが、子ども達の中から「勝ちたい」
という言葉が多くでてきました。負けて嫌だ！という気持ちを抱いていたので、「どうやったら勝てると思う？」「勝つためにはど
うする？」とチームごとに話しあいをしてみました。子ども達の言葉を拾いながら、必要に応じて保育者がサポートし、気持ちをと
にかく引き出していきました。初めは保育者に伝えていることが多かったのですが、友達に向けて気持ちを伝えたり、聞いたりとい
うやりとりが見られました。リレーは勝つこともあれば、負けることもありますが、「勝った！」という経験が出来ていないのが現
状です。この気持ちをどう活かすかを一緒に考えました。確実にバトンを友達に届ける⇒受け取った子は次の子に届けるという繋が
りのある動きの大切さや、自分の出来ることを精一杯し、友達の頑張りを認めることにも気づいていました。1番になることだけが大
切ではないことも話しました。真剣な表情で話を聞いていた子ども達。闘志が溢れている熱い気持ちも受け止めながら、ふじ組みん
なで、諦めずに最後までバトンをつないでいくことをしていきます。園庭、グラウンド、沢山楽しんでいます。リレーの後、大盛り
上がりしている振り返り【作戦会議】。友達を認めながら、最後まで頑張ったという達成感や充実感も感じていけるように、みんな
で一緒に取り組んだという経験が、楽しい思い出となって心に残っていけるように、気持ちを言葉にしあいながら日々一緒に過ごし
ていきたいです。

(健康な心と体、協同性、思考力の芽生え、言葉による伝えあい、豊かな感性と表現)

作成日2025年5月16日(金)
対象児：5歳児 ふじ組
作成者：進藤早苗

〇保育のねらい：友達と協力をすることの大切さを知り、最後まで諦めない気持ちを養う。

頑張る
ぞ！！

こっち！ ヒソヒソ作戦
会議中


	スライド 1: みんなの気持ちをつなぐ

